
   令和６年１月９日  

生活文化スポーツ局  

 

着衣着火に気をつけよう！ 

 

冬本番、寒さ対策で、家の中でも厚着をする機会が増える季節ですが、

ガスコンロやストーブなどに近づきすぎていませんか? 

東京消防庁によると、2018~2022 年の５年間に、着ている服に着火

した火災で亡くなった人は 13 人、ケガした人は 213 人おり、出火し

た原因の約8割はガスコンロでした。 

素材によっては一気に火が広がることもあります。うっかり炎や熱源

に近づきすぎないよう、気を付けて過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 
 
 

【参考】 
① 《STOP！着衣着火》東京消防庁 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/topics/bouka/data/tyakuityakka.pdf 
 

② 《見えない炎で着火！？～ガスコンロの近くには、燃えやすい物を近づけないで！～》 
東京くらし WEB  

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/anzen/test/gaskonro_press.html  
 

③ 《“だるだる”“もふもふ”衣服は着火の元！ ～毎年 100 人前後が死亡している「着衣着火」の注意点 
～》独立行政法人製品評価技術基盤機構  
https://www.nite.go.jp/jiko/chuikanki/press/2022fy/prs230126.html 
 
 
 
 

 

●コンロで調理中に着衣に火が燃え移り、同居人に初期消火を依頼した。同居人も初期消
火中に受傷した。（20 歳代男女、ともに中等症） 

 
●調理のためコンロに火をつけ、後ろを向いたところ着衣に着火し受傷した。 
（70 歳代女性、中等症）                   事例引用:東京消防庁 HP より 

                      

【危害・危険情報】 

事故事例 

●調理中には、マフラー・ストールなどを外し、服の袖やすそが炎に近づきすぎないよう、
注意しましょう。 

 
●鍋などの近くでは、炎が見えなくても着火の危険があります。鍋などの底から炎が 

はみ出さないよう、火力を調節しましょう。 
 
●ガスコンロの周りに物を置かないようにしましょう。また、ガスコンロの上や奥の物を
取るときなど、こまめに火を消し、衣服の袖や裾に燃え移らないよう注意しましょう。 

 
もしも、火がついてしまった時は… 
●水をかける、脱ぐ、たたくなどして早急に消火しましょう。 
●服が脱げず、また近くに水や消火器が無い場合は、「ストップ、ドロップ＆ロール（止ま

って、倒れて、転がって）」を実践しましょう。走るなどしてしまうと、風によって酸素
が取り込まれ火の勢いが大きくなってしまうおそれがあります。 

事故を防ぐポイント 

詳しくはこちらをご覧ください。 

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp 

問合せ先 

東京都生活文化スポーツ局消費生活部生活安全課 

電話 ０３－５３８８－３０５５ 
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